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母
校

百
周
年

に
寄

せ
て

在

京

古

高

同

窓

会

会

長

伊

藤

宗

一
郎

し
て
い
き
た
い
。
従

っ
て
、
今
回
会
と
し
て
も

拠
金
を
す
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
拠

金
の
済
ん
で
い
な
い
会
員
の
皆
様
に
は
、
応

分
の
拠
金
を
是
非
し
て
戴
き
た
く
お
願
い
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
年
母
校
で
、
百
周
年
目
に
し
て
や
つ
と

安
堵
し
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と

つ
は
、
今
年
三
月

一
日
の
卒
業
式
で
、
一
一十
年

ぶ
り
に
日
の
丸
と
君
が
代
が
復
活
し
た
こ
と

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
受
験
生
の
推
薦
入

学
が
実
現
し
、
入
学
出
願
者
の
定
員
割
れ
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
」ヽ
れ
は
、
前
校
長
高
橋
健
三
氏
含
一一〇
卒
）

の
努
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
紙
面
を

お
借
り
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

か
つ
て
大
崎
大
学
と
も
言
わ
れ
た
我
が
母

校
に
、
優
秀
な
生
徒
が
集
ま
ら
な
く
な
っ
た

と
い
う
現
象
は
、
理
由
は
多
々
あ
る
に
し
て

も
当
然
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
、
出
来
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
う
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

現
在
、
生
徒
の
励
み
に
も
な
れ
ば
と
、
在
京

古
高
同
窓
会
と
し
て
生
徒
会
の
執
行
部
、
文

化
部
、
運
動
部
で
活
躍
し
た
人
を
対
象
に
「生

徒
会
功
労
賞
」
の
表
彰
制
度
を
つ
く
り
、
百
周

年
を
機
に
始
め
よ
う
と
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。

在
京
古
高
同
窓
会
は
、
平
成
五
年
度
以
来

総
会
を
夏
に
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

五
回
目
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
又
総

会
の
会
場
も
、
〈
■年
は
新
し
い
会
場
に
変
わ
り

ま
す
。
地
下
鉄
東
西
線
の
神
楽
坂
駅
か
ら
徒
歩

二
分
の
、
東
京
都
福
利
厚
生
事
業
団
施
設

『神

楽
坂

エ
ミ
ー
ル
』
で
す
。

ま
た
当
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、委
員
会
制

度
を
有
効
に
活
用
し
て
、
組
織

・事
業

・広
報
・

財
務
の
四
つ
の
委
員
会
を
柱
に
、事
務
局
の
強

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、今
回
の
総
会
は
役
員
の
改
選
期
で
も

あ
る
の
で
、
総
会
後
の
新
役
員
体
制
に
期
待
し

た
い
。
終
わ
り
に
、
今
後
と
も
本
会
へ
の
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
、皆
様
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
衷
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

古
里
、
大
崎
耕
土
は
緑
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
で

覆
い
尽
く
さ
れ
、
大
変
爽
や
か
な
季
節
で
す
。

在
京
古
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
益
々
御
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
春
古

川
高
校
に
着
任
し
た
校
長
の
久
保
田
齊
で
ご

ざ
い
ま
す
。
高
橋
前
校
長
先
生
同
様
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

出
身
は
石
巻
で
す
が
、
若
い
時
小
牛
田
農

林
に
九
年
も
勤
め
ま
し
た
し
、
愚
妻
が
古
川

出
身
な
の
で
当
地
は
少
な
か
ら
ず
ゆ
か
り
の

あ
る
地
区
で
す
。
二制
任
校
は
、
高
橋
前
校
長
先

生
同
様
で
、
飯
野
川
高
校
で
し
た
。
そ
の
他
県

教
委
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
、
米
山
高
教
頭
、
仙

一
高
教
頭
を
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
様
の
母
校
古
川
高
校
は
、
今
年
創

立
百
周
年
の
お
め
で
た
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

十

一
月
六
日
に
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

是
非
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
の
御
援
助
の
も
と
、
沢

山
の
記
念
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
立

派
な
同
窓
会
名
簿
は
既
に
完
成
し
て
お
り
ま

す
。
県
の
御
配
慮
で
第
二
体
育
館
が
県
内
の

ど
の
学
校
よ
り
先
に
完
成
し
四
月
か
ら
使

っ

て
い
ま
す
。
体
育
館
や
プ
ー
ル
の
大
改
修
も

間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。
校
史

「古
中

・
古
高

百
年
史
」
も
十
月
に
完
成
予
定
で
す
。
残
る
は

記
念
事
業
の
目
玉
と
も
言
う
べ
き
文
化
部
活

動
セ
ン
タ
ー
の
着
工
を
待

つ
の
み
で
す
。
今

は
協
賛
金
の
呼
び
か
け
を
再
度
行
う
べ
く
、

世
話
役
の
方
々
に
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

恒
例
の
築
高
定
期
戦
も
３８
回
を
数
え
、
四

月
二
十
八
日
築
高
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
五
連
勝
中
と
い
う
事
で
、
初
の
六

連
勝
と
期
待
し
ま
し
た
が
、
生
徒
は
慈
悲
深

く
勝
ち
を
譲

っ
て
来
ま
し
た
。
通
算
で
古
高

の
２６
勝
１０
敗
２
分
の
成
績
で
す
。

運
動
部
は
、
総
合
体
育
大
会
目
指
し
て
練

習
に

一
段
と
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ス
キ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、
卓
球

等
で
県
強
化
指
定
選
手
の
生
徒
が
居
て
期
待

で
き
そ
う
で
す
。
過
日
の
地
区
総
体
剣
道
個

人
で
古
高
生
が
小
牛
田
の
エ
ー
ス
ニ
人
を
連

破
し
て
優
勝
す
る
大
活
躍
で
し
た
。

文
化
系
ク
ラ
ブ
で
は
、
将
棋
部
が
全
国
大

会
出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。
将
棋
は
昨
年
の

新
人
全
国
大
会
個
人
戦
に
二
人
出
場
し
、　
一

人
は
全
国
ベ
ス
ト
ー６
に
入
る
な
ど
、
良
く
古

高
魂
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

今
春
の
進
路
状
況
は
別
表

（
４
頁
）
の
と
お

り
で
す
。
生
徒
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
目
標
達

成
を
目
指
し
、
叱
咤
激
励
す
る
と
共
に
、
指
導

法
や
シ
ス
テ
ム
も
常
に
工
夫
改
善
し
、
成
果

に
つ
な
げ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一

環
と
し
て
、
「古
高
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」

を
組
織
し
て
改
革
に
取
り
組
み
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
ご
期
待
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
在
京
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
い
つ
も
母
校
に
対
し
、
物
心
両
面

の
熱
い
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で

は
あ
り
ま
す
が
、
着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
お 知 ら せ 一

=平成9年度在京古高同窓会定時総会=
。日 時 :平成9年 7月 26日 (土 )

14:00～ 17:30
。会 場 :神 楽坂 “エミール"
。会 費 :8、 000円
。講演講師 :大 場和夫さん帽和38年卒)

(紹介は4頁 )

堂鼻据彎聾職撥蓼13
同期生を誘っての出席をl総会案内は別紙です。

(事業委員会)

― 在 京 同 窓 会 メ モー
。信陵会館は井の頭線渋谷駅線路沿い。
。会館管理は薄田さん。同窓会関係者

は常駐しておりませんが、応対いた

だけます。
・会計年度は6-5月。年会費2000円。
・振替用紙を同封しましたので会の

運営のため、是非納付をお願いします
。会報第20号原稿、広告受付中 !交通案内 :地下鉄東西線神楽坂駅徒歩 2分

有楽町線  飯田橋駅徒歩13分
」R中央線 飯田橋駅徒歩13分

が

Ｌ

承

り

い
い

き

ｃ
　
いリ
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一
冊
の
ア
ル
バ
ム
か
ら

昭

１８

卒

　

渡

辺

三
男

い
ま
、
私
の
机
の
上
に

一
冊
の
ア
ル
バ
ム

が
あ
る
。
色
は
茶
色

・
・
・
古
び
れ
て
か
す
ん

で
い
る
。
結
ん
で
あ
る
紐
は
、
擦
り
切
れ
て

二
ヶ
所
の
う
ち

一
ヶ
所
は
、
完
全
に
と
れ
て

い
る
。
ア
ル
バ
ム
の
ヘ
リ
は
、
鼠
に
か
じ
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
ヶ
所
ほ
ど
え
ぐ
れ
て

い
る
。
表
紙
の
右
下
に

〈
二
六
〇
二
〉、
昔
で

い
う
紀
元
二
六
〇
二
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

左
上
に
稲
穂
に
囲
ま
れ
て

〈
中
〉
の
字
が
あ

る
。
旧
制
古
川
中
学
の
記
念
ア
ル
バ
ム
で
あ

Ｚり
。私
ど
も
が
生
き
て
き
た
道
、
卒
業
し
て
上

の
学
校
に
行

っ
た
は
い
い
が
、
勉
強
し
た
の

は

一
年
だ
け
。
あ
と
は
、
勤
労
奉
仕

・
勤
労
動

員
の
連
続
。
あ
げ
く
の
果
て
は
爆
撃

・
艦
砲

射
撃

・
機
銃
掃
射
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
受
け

命
か
ら
が
ら
郷
里
に
逃
げ
帰

っ
た
。
保
存
じ

て
い
た
資
料
は
、
す
べ
て
散
失
し
た
。
不
思
議

に
も
、
」ヽ
の

一
冊
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
私
の

記
憶
を
呼
び
戻
す
唯

一
の
道
標
で
あ
る
。

も
う
半
世
紀
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
忘
れ
さ

ら
れ
て
い
る
記
憶
の
中
で
た
だ

一
点
、
五
年

間
無
欠
席
で
学
校
に
通
っ
た
と
い
う
こ
と
の

み
が
強
烈
に
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
気
体

特

に
冬
の
厳
し
さ
は
尋
常
で
は
な
い
。
吹
雪
の

と
き
は
今
の
比
で
は
な
い
。
第

一
雪
の
量
が

違
い
、
車
は
お
ろ
か
自
転
車
も
き
か
な
い
。
た

の
み
は
、
一
一本
の
足
だ
け
で
あ
る
。
朝
薄
暗
い

う
ち
に
に
ぎ
り
め
し
を
腰
に
結
び
、
日
も
開

け
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
吹
雪
の
中
を

一
里
半
学

校
に
通

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
年
間
の

う
ち
に
何
回
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
一

日
も
休
ま
ず
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
今
考

え
て
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
。
東
北
人
特
有

の
ガ
ン
バ
リ
精
神
が
血
肉
の
中
に
あ

つ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

そ
う

い
え
ば
当
時
の
校
風
は
、
〈
質
実
剛

健
〉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
の
後
の
有
形
無
形

の
財
産
を
作

っ
て
き
た
素
地
の
よ
う
な
気
が

し
て
い
る
。

古
高

の
中
に
、
今
も
息
づ

い
て
生
き

て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か

。
・
・
。

思

い
だ
す
ま
ま昭

２。

卒
　

横

山

榮

治

古
川
尋
常
高
等
小
学
校
よ
り
憧
れ
の
旧
制

古
川
中
学
校
に
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
入

学
し
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
四
月
で
あ
っ
た
。

入
学
時
の
校
長
は
相
原
賢
蔵
先
生
で
、
立
派

な
訓
示
と
祝
辞
は
厳
粛
且
つ
荘
厳
で
胸
を
う

た
れ
、
感
心
し
た
。

当
時
の
社
会
情
勢
は
、
昭
和
十
二
年
七
月

に
日
中
戦
争

へ
と
大
陸
戦
局
が
拡
大
し
、
全

国
民
が
戦
争
目
的
達
成
の
た
め
に

一
致
協
力

戦
時
体
制
を
進
め
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
軍
は
ハ
ワ

イ
島
真
珠
湾
を
急
撃
し
、
米

・英
に
官
一戦
布
告

を
し
た
。
学
生
帽
は
戦
闘
帽
に
白
線
と
徽
章
、

カ
バ
ン
は
ラ
ン
ド
セ
ル
、
服
は
カ
ー
キ
色
の

戦
時
色

一
色
、
靴
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
い
て
の

登
下
校
で
あ
っ
た
。

教
科
面
で
も
、　
一
般
教
科
は
勿
論
体
操
の

ほ
か
に
教
練
武
道
が
特
に
強
化
さ
れ
、
夜
間

行
軍
と
称
し
て
王
城
寺
原
の
兵
舎
ま
で
行
軍

し
て
宿
泊
を
し
た
。
又
、
全
校
生
徒
の
十
マ
イ

ル
マ
ラ
ソ
ン
も
毎
年
行
わ
れ
て
体
力
の
増
進

に
努
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
に
お
い
て

も
、
友
人
宅
で
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
・
バ
ッ
ハ
ｆ
ン
ュ
ー
ベ
ル
ト
等
の
レ
コ
ー
ド

を
聴
い
た
り
、
囲
碁
を
教
え
て
も
ら
つ
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
し
て
青
春
を
語
り
合
い
、
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。
　
昭
和
十
八
年

全
二

年
生
）
の
頃
、
勤
労
奉
仕
作
業
が
始
ま
り
、
池

月
で
暗
渠
排
水
工
事
作
業
。
大
変
な
重
労
働

で
苦
し
い
作
業
で
あ

っ
た
が
、
宿
泊
先
の
家

族
の
皆
さ
ん
■
や
さ
し
く
、
い
ろ
い
ろ
も
て

な
し
て
い
た
だ
い
た
。

四
年
生
の
昭
和
十
九
年
六
月
に
は
仙
台
の

本
山
製
作
所
工
場
に
動
員
さ
れ
、
旋
盤
工
と

な

っ
て
、
高
庁
罫
掛
中
ｌ
靖
銅
菫
＾
の
焙
怒
角
を
要

す
る
製
品
が
な
か
な
か
思
う
様
に
削
ら
れ
ず

苦
労
し
た
が
、
熟
練
工
員
さ
ん
に
教
え
ら
れ
、

だ
ん
だ
ん
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
山
で

の
生
活
は
食
物
が
少
な
く
、
又
、
休
み
も
思
う

様
に
な
ら
ず
、
代
表
で
社
長
宅
に
直
接
交
渉

に
も
行
っ
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
二
十
四
日
に
第
四
十
四

回
（五
年
生
）
と
第
四
十
五
回

（四
年
生
）
の
―

私
達
は
四
十
五
回
卒
業
で
―
四
年
生
と
五
年

生
と
が
同
時
に
卒
業
式
を
挙
げ
た
。
私
は
そ

の
後
盛
岡
工
業
専
門
学
校

（現
岩
手
大
工
学

部
）
に
入
り
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
卒
業
、
四

月
か
ら
古
川
工
業
高
等
学
校
の
教
論
と
な

つ

た
。
二
十
九
年
ま
で
の
六
年
間
は
何
か
と
母

校
古
高
に
行
く
機
会
も
あ
り
、
恩
師
の
先
生

達
に
お
会
い
し
て
よ
く
懇
談
し
た
。
古
工
を

退
職
し
て
機
械
の
道
に
進
み
、
ボ
ン
プ
メ
ー

カ
ー
か
ら
水
道

下
水
道
事
業
の
設
計

・施
工

や
企
業
活
動
を
長
く
経
験
し
、
四
十
数
年
水

の
関
連
に
携
わ

っ
て
き
た
が
、
こ
の
二
月
に

退
職
。
そ
の
後
関
連
会
社
で
お
手
伝
い
を
し

つ
つ
、
在
京
同
窓
会
で
は
何
か
と
会
合
に
出

席
し
、
同
窓
生
の
方
々
と
旧
交
を
温
め
て
お

り
ま
す
。

母
校
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
同
窓
生
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

よ

う

―

し

、

好
球
必
打
だ
―

昭
２７
卒
　
種
村
雄

一

カ

ー

ン

、
わ

あ

つ
―

・
・
・

大
き
な
歓
声
が
響
き
、
紺

碧

の
空
に
白
球
が
舞
う
。

例
年
、
夏
の
甲
子
園
大
会

県
予
選
が
ス
タ
ー
ト
す
る

と
、
私
の
血
は
湧
き
肉
は
躍
る
。
そ
し
て
、
我

が
母
校
古
高
野
球
部
に
輝
か
し
い
一
ペ
ー
ジ

を
画
し
た
若
か
っ
た
頃
を
す
ぐ
思
い
浮
か
ベ

スリ
。時
は
昭
和
２６
年
盛
夏
、
全
国
大
会
宮
城
県

予
選
で
、
遊
撃
手
四
番
バ
ッ
タ
ー
で
プ
レ
ー

し
た
“
あ
の
試
合
，，
‘‘
あ
の
シ
ー
ン
”
は
生

涯
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

準
決
勝
で
強
豪
気
仙
沼
高
校
と
あ
い
ま
み

え
、
死
闘
の
末
二
対

一
で
辛
勝
し
た
あ
の
試

合
で
あ
り
、　
一次
予
選
の
東
北
大
会

（福
島
県

営
球
場
）
へ
の
出
場
切
符
を
獲
得
し
た
貴
重

な
試
合
で
あ
っ
た
。

初
回
に
連
続
三
塁
打
で

一
点
先
行
、
な
お

も

一
死
ラ
ン
ナ
ー
三
塁
の
チ
ャ
ン
ス
に
私
は

ボ
ッ
ク
ス
に
立

っ
た
。
ベ
ン
チ
か
ら
は
ス
ク

イ
ズ
の
気
配
も
無
く
、
私
は
“
よ
う
―
し
、
好

球
必
打
だ
！
”
と
叫
び
燃
え
て
い
た
。
初
球

の
好
球
を
見
逃
さ
ず
は
じ
き
返
す
と
、
三
遊

間
の
真
中
を
破
る
ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
結
局
こ

れ
が
決
勝
点
と
な

っ
た
。

ま
た
、
こ
の
試
合
の
幕
切
れ
九
回
二
死

一

塁
で
打
た
れ
た
の
が
二
遊
間
を
抜
こ
う
と
す

る
強
い
当
た
り
の
ゴ
ロ
。
横
飛
び
、
差
し
出
し

た
私
の
グ
ロ
ー
ブ
の
先

っ
ち
ょ
に
ボ
ー
ル
が

半
分
ひ
つ
か
か
つ
て
く
れ
た
。
二
塁
ベ
ー
ス

を
こ
れ
破
れ
ん
ば
か
り
に
踏
ん
づ
け
た
が
、

あ
の
感
触
を
私
の
足
は
ま
だ
は
つ
き
り
覚
え

て
い
る
。

こ
の
勝
利
の
勢
い
で
、
翌
日
の
決
勝
戦
も

エ
ー
ス
佐
藤
昇
の
好
投
で
快
勝
し
、
念
願
の

県
大
会
初
制
覇
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

野
球
部
生
活
は
、
華
々
し
く
楽
し
か
っ
た

想
い
出
ば
か
り
で
は
決
し
て
な
い
。
小
石
の

多
い
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
な
ら
し
作
業
、
日
が

暮
れ
ボ
ー
ル
が
見
え
な
く
な
る
と
走
塁
の
特

訓
、
排
球
部
や
陸
上
競
技
部
に
気
兼
ね
し
な

が
ら
の
打
撃
練
習
、
映
画
娯
楽
の
誘
惑
と
の

対
決
、
自
宅
で
の
夜
更
け
の
勉
強
と
睡
魔
と

の
戦
い
、
糸
切
れ
練
習
ボ
ー
ル
の
つ
く
ろ
い

針
仕
事
な
ど
も
、
苦
し
い
想
い
出
の

一
コ
マ

と
し
て
心
に
残
る
。

鈴
木
進
主
将
以
下
ま
と
ま

つ
た
素
晴
ら
し

い
ナ
イ
ン
で
あ

つ
た
が
、
一
一郷
、
佐
藤

（義
）
、

菊
地
の
球
友
が
す
で
に
他
界
し
、
共
に
音
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
と
て
も
淋
し
い
。

）

対
築
高
定
期
戦
の
実
現

昭

３２

卒

　

佐
藤

公
哉

昭
和
三
十

一
年
九
月

一
日
、
例
年
な
ら
二

百
十
日
の
台
風
模
様
な
の
に
、
大
崎
耕
上
は

よ
く
晴
れ
、
実
り
始
め
た
稲
穂
が
風
に
揺
れ

て
い
た
。
」ゝ
の
日
、
念
願
の
古
高
対
築
高
の
定

期
戦
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第

一
回
目

の
会
場
は
古
高
。

築
高
約
九
百
名
の
生
徒
を
迎
え
て
、
古
高

小
坪
洋
校
長
の
あ
い
さ
つ
。
「伝
統
を
守
り
、

新
し
い
一
頁
を
校
史
に
残
そ
う
」
。
ま
た
私
も

生
徒
会
会
長
と
し
て
Ｆ
」
の
時
こ
そ
、
灰
色
の

高
校
生
活
か
ら
脱
皮
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

で
呼
び
掛
け
た
。

白

い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
の
両
校
生
徒
全
員
、

約
千
八
百
名
が
母
校
の
校
庭
に
立
ち
並
ん
だ

様
子
は
壮
観
だ
っ
た
。

定
期
戦
と
い
え
ば
、
当
時
は
仙
台

一
高
対

三
高
と
相
場
が
決
ま

つ
て
い
た
。
し
か
し
、
わ

れ
わ
れ
は
古
高
の
分
校
と
し
て
発
足
し
た
兄

弟
校
築
高
と
の
親
睦
の
契
り
や
交
流
の
場
と

し
て
の
定
期
戦
が
な
い
の
が
不
思
議
だ
と
考

え
、
県
北
の
雄
で
あ
る
両
校
の
定
期
戦
の
実

現
に
こ
ぎ

つ
け
、
野
球
、
排
球
、
庭
球
、
柔
道

の
四
種
目
に
わ
た
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
な
い
た
め
、
応
援
は
拍

手
と
野
次
。
熾
烈
を
極
め
る
応
援
ぶ
り
だ

っ

た
。
野
球
で
は
、
一一一塁
側
に
陣
取
っ
た
築
高
応

援
団
が
陸
羽
東
線
を
走
る
汽
車
を
見
る
た
め

に
振
り
返
る
。
そ
の
た
び
毎
に
、
「汽
車
も
見

た
こ
と
が
な
い
の
か
！
ほ
ら
見
ろ
！
ま
た
来

た
ぞ
！
」
と
い
う
古
高
応
援
団
の
野
次
に

一

同
大
爆
笑
し
た
記
憶
が
あ
る
。

結
局
、
古
高
は
野
球
、
排
球
、
庭
球
に
勝
ち
、

築
高
お
家
芸
の
柔
道
に
敗
れ
て
三
対

一
で
第

一
回
定
期
戦
に
勝
っ
た
の
で
あ
る
。

一
年
ご
と
に
大
会
会
場
が
変
わ
り
、
両
校

が
親
善
訪
問
し
合
う
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
時
折
中
止
に
な
っ
た
と
い
う
。
う

わ
さ
で
は
、
古
高
が
弱
い
年
は
中
止
に
な
る

と
い
う
の
で
あ
る
。
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実
は
こ
の
定
期
戦
、
私
が
生
徒
会
長
に
立

候
補
し
た
時
の
四
大
公
約
の

一
つ
で
あ
っ
た
。

予
備
校
化
さ
れ
た
古
高
。
東
北
大
に
入
学
で

き
な
け
れ
ば
人
間
で
は
な
い
と
い
っ
た
雰
囲

気
の
学
校
の
在
り
方
に
批
判
的
で
あ

っ
た
こ

と
が
実
現
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
私
は
対
築
高
戦
の
ほ
か
に
も

①

五
月
に
は
全
校
Ｚ
フ
ブ
活
動
参
加
②

六
月

に
全
校
生
徒
に
よ
る
県
高
校
総
合
体
育
大
会

応
援

へ
の
参
加
③

十

一
月
の
文
化
祭
に
お
け

る
新
応
援
歌

「凱
歌
」
の
発
表
、
と
い
う
四
大

公
約
を
果
た
し
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の

年
の
六
月
に
は
、
当
時
読
売
新
聞
記
者
だ

っ

た
伊
藤
宗

一
郎
先
輩
が
訪
ソ
し
、
学
校
で
「
ソ

連
よ
り
帰
り
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ

て
い
る
。
「
ソ
連
で
は
あ
の
時
に
新
聞
紙
を

使

っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
こ
と
を
今
だ
に

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
の
学
年
は
、
東
大
に
三

名
、
東
北
大
を
は
じ
め
と
す
る
国
公
立
大
学

に
約
五
十
名
、
そ
し
て
有
名
私
立
大
学
に

続
々
と
進
学
し
た
。
就
職
で
も
銀
行
を
中
心

と
す
る
有
名
企
業
に
進
ん
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
で

は
、
各
種
目
と
も
県
大
会
で
事
実
上
の
決
勝

戦
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
成
績
を
残
し
、
悔
い

無
き
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。

紳
士

の
素
養
昭

３６

卒
　
佐
藤

文
彦

我
が
古
高
時
代
と
い
う
と
昭
和
３３
年
か
ら
の

三
年
間
で
、
ま
さ
に
国
威
高
揚
と
な
っ
た

”東

京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
“
の
数
年
前
で
、
高
度
経
済

成
長
路
線
が
走
り
始
め
た
時
で
し
た
。
古
高
で

は
当
時
、
音
楽

・美
術
そ
し
て
ド
イ
ツ
語
が
必

修
科
目
で
、
『お
よ
そ
受
験
や
社
会
生
活
に
直

接
関
係
し
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
を
何
故
に

学
ぶ
の
か
？
」
と
疑
間
を
持
ち
つ
つ
、
一
方
で

は
、
中
学
校
と
は
全
く
異
な
る
環
境
を
意
識
さ

せ
ら
れ
た
の
も
こ
れ
ら
の
授
業
で
し
た
。
殊

に
、
ド
イ
ツ
語
は
、
よ
そ
が
知
ら
な
い
異
国
の

言
葉
を
俺
は
知
っ
て
い
る
ん
だ
！
と
（実
際
に

は
ご
く
初
歩
の知
識
で　
）な
か
った
の
に
）

得
意
に
な
つ
た
も
の
で
し
た
。

数
年
前
、
今
や
壮
年
期
と
な

っ
た
同
期
生

の
集
ま
り
が
あ
り
、
三
十
年
前
の
古
高
の
音

楽
の
時
間
に
覚
え
た

”カ
ロ
ミ
オ
ベ
ン

（イ

タ
リ
ア
歌
曲
）
“
を
参
加
者
全
員
が
原
語
で

口
ず
さ
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
と
、
同
席
の

他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら

「え

つ
―
高
校
の
時
に

習

っ
た
ん
で
す

っ
て
！
し
か
も
原
語
で
？
な

ん
と
素
晴
ら
し
い
学
校
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
賞
賛
と
喝
来
が
起
こ
っ
た
の
で
す

（ち
な

み
に
先
日
の
テ
レ
ビ
で
宝
塚
歌
劇
団
へ
入
学

を
目
指
す
娘
さ
ん
の
歌
唱
力
試
験
の
模
様
が

放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
カ
ロ
ミ
オ
ベ
ン

が
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
）。
都
会
の
、
東
京
の

高
校
生
も
持
た
な
か
っ
た
素
養
を
古
高
生
は

当
然
の
こ
と
と
し
て
身
に
つ
け
て
い
た
の
で

し
た
。
皆
の
母
校
へ
の
思
い
が
ま
た

一
層
燃

え
上
が
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
こ
の
時
、
芸
術
科
目
や
第
二
外
国

語
の
必
修
は
、
実
は
深
謀
遠
慮
が
あ

っ
て
の

こ
と
で
は
と
気
付
い
た
の
で
し
た
。

中
学
と
は
全
く
異
な
る
環
境
を
意
識
さ
せ
て

「大
人
の
感
覚
で
世
間
を
見
て
ご
ら
ん
」
と
い

う
教
え
を
し
た
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

た
め
の

”紳
士
の
素
養
“
が
庄
子
先
生
の
音

楽
、
宍
戸
先
生
の
美
術
そ
し
て
高
橋

（養
）
先

生
の
ド
イ
ツ
語
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
さ
ら
に

こ
れ
ら
教
科
の
先
生
方
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
も
輪
を

掛
け
て
強
烈
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
み
る
と
、
古
高
と
い
う
学
校
は
、
な
ん

と
も
た
ま
げ
た
学
校
だ
っ
た
ん
で
ね
え
べ
が
。

現
在
思
う
こ
と昭
５‐

卒
　
菅

原
博

之

大
崎
最
高
学
府
を
巣
立
っ
て
早
や
二
十
年
を

過
ぎ
、
三
十
路
か
ら
四
十
路
へ
と
人
生
八
十
年

の
折
り
返
し
点
に
も
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

の
ご
ろ
、
古
高
時
代
に
改
め
て
懐
か
し
さ
を
感

じ
る
。
大
崎
耕
土
で
培
っ
た
人
間
性
、
質
実
剛

健
、
直
言
実
行
、
至
誠
人
情
、
大
崎
の
風
土
そ

の
も
の
で
あ
る
。
我
々
も
、
そ
し
て
先
人
に
お

い
て
も
後
輩
に
お
い
て
も

「
こ
こ

（大
崎
の

土
）
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
そ
こ
に
帰
る
」
、
自

然
と
人
間
の
創
り
出
す
地
域
的
特
性
こ
そ
、

何
に
も
増
し
て
我
々
に
と

つ
て
貴
重
な
他
と

の
明
ら
か
な
違
い
で
あ
る
。

宮
城
県
古
川
高
等
学
校
は
県
下
屈
指
の
伝

統
校
と
し
て
百
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
幾

多
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
で
も
優
れ
た
人
物
が
多
く
、

大
崎
の
リ
ー
ダ
ー
格
、
県
内
外
、
国
中
で
も
豊

富
な
人
材
が
出
て
い
る
。
数
え
上
げ
れ
ば
切

り
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

入
学
当
時

「古
高
は
学
問
の
み
を
教
授
せ

ず
」
と
教
え
ら
れ
て
い
た
通
り
、
勉
学
は
あ
ま

り
し
た
覚
え
は
な
い
。
そ
の
中
に
あ

つ
て
ス

ポ
ー
ツ
、
地
域
活
動
、
愛
す
べ
き
悪
友
ら
と
の

切
磋
琢
磨
に
勝
る
も
の
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。　
一
人

一
人
が
何
か
に
向
か
っ
て
輝
い
て

い
た
。
独
特
の
個
性
と
特
技
を
持

っ
て
我
々

が
互
い
に
助
け
合
い
、
競
争
し
あ
っ
て
い
た
。

精

一
杯
青
春
を
生
き
て
い
た
。
当
然
、
失
敗

も
悩
み
も

一
つ
の
大
き
な
何
も
の
か
に
包
み

込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
学
風
が
あ
っ
た
の
は
、

良
き
師
が
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
に
名

物
と
言
わ
れ
る
先
生
が
数
多
く
い
た
。
ド
イ

ツ
哲
学
者
、
古
典
の
大
明
神
、
善
科
の
大
武
道

家
、
耕
土
史
家
、
大
崎
土
生
物
学
者
、
郷
土
音

楽
家
、
炎
の
画
家
、
ヽヽ
ヽ
ス
タ
ー
古
高
等
学
ぶ
も

の
が
多
く
、
人
が
人
と
し
て
育

っ
て
ゆ
く
教

育
、
出
会
い
、
巡
り
逢
い
、
分
か
ち
合
い
。
共

に
学
び
、
実
行
し
、
思
索
し
、
自
分
の
信
ず
る

道
へ
一
歩
で
も
近
づ
こ
う
と
努
力
し
て
い
た
。

当
時
は
、
生
き
て
い
る
力
が
倍
々
に
増
幅

し
て
い
た
気
が
す
る
。
現
在
は
そ
れ
が
よ
り

小
さ
く
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

も
う

一
度
あ
の
青
春
の
志
を
再
生
し
、
夢

と
希
望
を
持

っ
て
日
々
精

一
杯
生
き
ら
れ
た

ら
と
思
う
時
、
同
窓
会
の
人
々
と
の
出
会
い

に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
の
は
母
校

（同
胞
）
と
い

う
名
の
古
高
が
し
み
着

い
て
し
ま

っ
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
。
古
高
よ
、
魂
に
輝
き
続
け
！
。

可
ド
鰊
確
巽
・と
は
親
方
日
の
丸
の
商
売
を
し
て
い
る
教
職
員
の

意
識
改
革
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
く
づ
く
、
教
育
現

場
の
開
鎖
性

保
守
性
に
は
苦
慮
し
ま
し
た
。
ま

た
在
任
中
出
来
ず
、県
民
に
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
に

「主
任
制
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
経
験
豊
か
な
教
員
が
中
心
と
な
り
、
各
学
年

各
部
署
で
生
徒
の
た
め
効
率
よ
く
指
導
す
る
こ
と

を
主
旨
と
し
て
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
企

業
・官
庁
・小
申
学
校
な
ど
す
べ
て
主
任

係
長

課
長
な
ど
制
度
と
し
て

一
般
化
し
て
い
る
こ
と
は

ご
存
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が
、古
高
で
は
教
職

員
を
差
別
す
る
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
認
め
ず
、

そ
の
部
署
の
代
表
を

「窓
口
」
と
呼
び
、
そ
の
窓

口
も
輪
番
制
を
と
り
毎
月
交
替
す
る
と
い
う
非
能

率
的
な
教
職
員
組
織
で
し
た
。
一
日
も
早
く
他
校

並
に
主
任
制
を
実
施
す
る
よ
う
新
校
長
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
教
職
員
が
生
徒
か
ら
も

父
兄
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
こ
そ
教
育
効
果
が
上
が

る
。
学
校
は
生
徒
が
主
人
公
で
あ
り
、
生
徒
の
た

め
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

２‐
世
紀
の
日
本
を
現
み
な
が
ら
、
教
育
界
も

種
々
改
革
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
古
川
高

校
も
百
周
年
記
念
を
節
日
と
し
て
、県
民
に
信
頼

さ
れ
、
人
材
が
集
ま
る
よ
う
先
ず
は
実
績
作
り
に

努
め
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
よ
り
推
薦

入
学
を
実
施
し
、
そ
の
主
旨
を
各
中
学
校
に
説
明

し
、
人
材
集
め
に
乗
り
出
し
た
処
で
す
。
ま
た
県

の
方
針
も
あ
り
教
職
員
の
人
事
刷
新
を
大
幅
に
行

い
、
古
高
が
中
味
か
ら
変
わ
る
こ
と
を
願
つ
て
い

ま
す
。
教
育
長

（五
回
卒
）
の
ご
努
力
も
あ
り
、
県
内

第

一
の
教
育
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
近
年
中
に
必

ず
か
つ
て
の
栄
光
の
古
高
に
変
身
す
る
こ
と
を
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
各
中
学
校
か
ら
の
評
価
も

や
っ
と
右
上
が
り
に
な
り
、大
学
進
学
も
ス
ポ
ー

ツ
活
動
も
往
年
の
古
高
の
活
動
が
復
活
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
理
数
科
を
新
設
し
た

り
し
て
、
時
代
に
対
応
し
た
教
育
内
容
を
思
い

切
っ
て
実
施
す
べ
く
動
き
出
し
ま
し
た
。

先
輩
の
皆
様
も
母
校
古
高
を
厳
し
い
目
で
見

守

つ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
必
ず

県
下
の
名
門
古
高
に
変
身
す
べ
く
私
も
Ｏ
Ｂ
の

一
人
と
し
て
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
春
三
月
、
一二
十
有
余
年
の
教
員
生
活

を
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
り
改
め
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

古
高
に
赴
任
す
る
際
、
教
育
長
よ
り
古

高
を

「何
と
か
シ
テ
ケ
ロ
」
と
云
う
同
窓

の
誼
も
あ
り
懇
願
さ
れ
て
の
赴
任
で
し

た
。
赴
任
し
た
年
は
創
立
以
来

（？
）
未

間
の
定
員
割
れ
の
年
で
し
た
。
大
崎
地
方

も
少
子
化
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
こ
の
二

次
募
集
に
は
先
輩
の
皆
様
も
驚
嘆
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
近
年
私
学
指
向
が
強

く
、
古
川
近
辺
に
お
い
て
も
新
幹
線
を
利

用
し
て
仙
台
市
へ
の
流
出
が
激
し
い
か
ら

で
す
。
女
生
徒
も
含
め
て
朝
の
新
幹
線
は

東
京
の
Ｅ
電
の
よ
う
な
混
雑
を
呈
し
、
Ｊ

Ｒ
を
喜
ば
せ
て
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

堪
能
な
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
成
績
の
良
い

生
徒
達
の
敬
遠
が
古
高
活
性
化
に
と
っ
て

最
も
痛
い
処
で
す
。
何
故
高
い
交
通
費
と

授
業
料
を
負
担
し
て
ま
で
流
出
す
る
か
、

何
故
地
元
の
高
校
が
大
崎
県
民
の
期
待
に

応
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
、
魅
力
が
無

く
な
っ
た
の
か
、
苦
慮
し
な
が
ら
の
赴
任

で
し
た
。

「
‥

。
そ
ん
な
こ
と
を
議
論
す
る
よ
り

俺
達
の
成
績
ア
ッ
プ
や
進
路
に
つ
い
て
、

も

っ
と
真
剣
に
考
え
て
く
れ
」
と
云
っ
た

意
見
を
述
べ
る
、
ま
た
、
「古
川
商
業
の
大

学
合
格
者
数
や
築
館
高
校
の
公
務
員
内
定

者
数
に
比
べ
古
高
は
格
段
に
遅
れ
を
と
つ

て
い
る

。
・
こ
。
こ
れ
は

「大
崎
タ
イ
ム

ス
」
の
記
事
の

一
部
で
あ
る
。
新
聞
で
あ

る
か
ら
誇
張
も
あ
ろ
う
が
、
社
会
情
勢
も

政
治
経
済
も
大
き
く
変
貌
し
た
現
在
、
中

学
生
や
父
兄
教
育
に
対
す
る
要
求
も
変
化

し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
、
そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
高
校
だ
け
が
生
き
残
れ
る

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
聞
で
指
摘

さ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
中
学
生
や
父
兄
の

学
校
に
対
す
る
期
待
を
真
摯
に
受
け
と
め

改
革
に
努
め
ま
し
た
が
、
最
も
困
難
な
こ
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本

部

同

窓

会

会

長

挨

拶

中
４２
回
卒
　
野
村

喜
太
郎

在
京
古
高
同
窓
会
の
皆
様
、
お
元
気
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
夏
の
総
会
も

五
年
目
を
迎
え
定
着
し
て
参
り
、
年
々
盛
大

に
開
催
さ
れ
て
居
り
ま
す
こ
と
お
祝
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
五
日
貴
会
副
会
長
の
春
田

紘
輔
氏
、
事
務
局
長
の
佐
藤
廣
氏
の
お
二
人

が
母
校
を
訪
れ
、
古
高
並
び
に
同
窓
会

へ
激

励
の
お
言
葉
を
頂
き
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。

そ
の
折
の
事
で
す
が
、
在
京
同
窓
会
と
し

て
在
校
生
の
奮
起
の

一
助
に
な
れ
ば
と
優
秀

な
生
徒

へ
賞
を
出
す
こ
と
の
打
診
が
あ
り
、

学
校
長
も
喜
ん
で
受
諾
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
亦
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
秋
Ｈ
月
６
日

（木
）
は
古
高
百
周
年
記
念

式
典
が
母
校
体
育
館
を
会
場
に
挙
行
さ
れ
ま

す
。
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
県
当
局
に

お
願
い
致
し
ま
し
た
校
庭
の
拡
張
、
体
育
施

設
の
建
設
は
前
鈴
鴨
教
育
長
始
め
関
係
各
位

の
ご
努
力
に
よ
り
達
成
さ
れ
、
四
月
よ
り
剣

道
、
柔
道
、
卓
球
等
の
部
活
動
に
使
用
さ
れ
て

居
り
ま
す
。
同
窓
会
の
記
念
事
業
と
し
て
文

化
ホ
ー
ル
の
建
設
を
掲
げ
て
居
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
生
徒
の
演
劇
部
、
音
楽
部
の
活
動
す

る
空
間
が
な
く
部
活
に
支
障
を
来
た
し
て
居

り
ま
す
の
で
、
是
非
完
成
さ
せ
た
く
皆
様
か

ら
の
ご
協
力
に
期
待
致
し
て
居
り
ま
す
。

今
の
処
目
標
額
に
遠
い
の
で
、
せ
め
て
式

典
の
前
に
発
注
で
き
る
よ
う
に
と
願
つ
て
る

次
第
で
す
。
未
だ
の
方
は
こ
れ
を
期
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「古
高
百
年
史
」
の
発
刊
に
つ
き
ま
し
て
は
、

教
職
員
の
編
集
委
員
会
を
中
心
に
原
稿
を
ま

と
め
、
印
刷
に
ま
わ
し
て
居
り
、
五
百
頁
位
に

な
り
ま
す
。
十
月
下
旬
に
発
刊
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
は
多
く
の
同
窓

生
の
方
々
に
購
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
百
周
年
記
念
式
が
終
了
―
ン
＾
輝
落
し

た
頃
、
中
鉢
泰
平
氏
の
お
世
話
で
ハ
ワ
イ
旅

行
の
計
画
も
あ
り
ま
す
の
で
同
窓
の
方
々
と

ゆ
っ
く
り
記
念
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
ま
す
。

伊
藤
宗

一
郎
会
長
を
中
心
に
在
京
同
窓
会

の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
し
、
皆
様
の
ご

期
待
に
添
え
る
よ
う
仕
事
を
進
め
て
参
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
、
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

第

二
部

　

本

文

　

四
〇
〇
頁

明
治

・大
正

・
昭
和

・
平
成
の
四
編
で
構
成

明
治
時
代
は
創
立
の
沿
革
、
教
育
環
境
の

整
備
、
生
徒
の
気
風
、
校
旗

・
校
訓

・
校
歌

の
制
定
、
学
友
会
活
動
、
卒
業
生
の
動
向

な
ど
が
主
な
内
容
。

大
正
時
代
は
創
立
二
十
周
年
、
修
学
旅
行
、

同
盟
体
校
な
ど
が
主
な
内
容
。

昭
和
時
代
は
戦
前
の
軍
国
主
義
体
制
下
の

教
育
の
姿
。
戦
後
の
混
乱
期
の
中
で
の
民

主
化
教
育
と
運
動
部
の
黄
金
時
代
、
文
化

部
の
活
発
な
活
動
期
。
四
十
年
代
の
生
徒

会
活
動
と
服
装
自
由
化
の
動
き
。
教
育
課

程
改
定
、
諸
制
度
の
見
直
し
に
伴
う
学
校

の
変
革
。
高
体
連
で
の
古
高
生
の
活
躍
な

ど
が
主
な
内
容
。

平
成
時
代
は
男
子
の
家
庭
科
履
修
。
宮
城

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
生
徒
の
活
躍
。
国
際
化

教
育
の
実
践
。

古
高
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
等
が
主
な
内
容
。

第
二
部

　

年

表

　

　

一
δ

頁

第
四
部
　
　
資
　
料
　
　
　
一一一〇
頁

旧
職
員

一
覧
、
定
期
戦
戦
績
、
古
高
の
樹

木
の
歴
史
と
現
況
、
諸
規
定
、
応
援
歌
、
そ

の
他
。

発
行
部
数
　
　
　
　
　
一二
五
〇
〇
冊

頒
布
価
格
　
　
　
　
　
一一一六
〇
〇
円

（文
責
　
　
校
史
編
纂
委
員
会
委
員
長

《費用概算・ 内訳〉 ¥39、 500‐ 先着 50名様

1新幹線往復 (東京―古川間)及び普通乗車券往復 (東京―
鳴子温泉)。 但し、帰りは自由解散故、

古川―東京間は自由席特急券。

2H月 5日 の昼食
3宿泊代 (1泊 2食 )
4創立百周年記念前夜祭及び親睦会費用
5記念品及び記念写真代
※なお、ご夫婦での参加の場合、別途個人部屋代¥10、 ∞0。

《連絡先・ 申込先〉

(株)イ ンターナショナル ヒューマン トラベル 中鉢 泰平
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4月 17日 現 在
大 学 合 格 者 現  役 過  卒 イざ  言十
国 立 大 学 19 20 39

公 立 大 学 0 4 4

国 公 立 短 大 4

私 立 大 ~_ (Il轟 ) 176 242 418
私 立 短 大 2 0 2

文部省所管外の大学 1 0 1

平 成 9年度 の 合 計 205 270 475
平り支8奪

=′
登 222 279 501

平 成 7年 度 139 284 423
平 成 6年 度 159 302 461
平 成 5年 度 181 261 442
平成 9年度就職者 (公 )

(民 )

５

６ 11

宮 城 県 古 川 高 等 学 校 進 路 指 導 部

総
会
講
演
講
師
紹
介

大
場
和
夫
さ
ん
。
古
川
市
千
手
寺
生
ま
れ
。

昭
和
三
十
八
年
、
古
川
高
校
、
同
四
十
二
年
、

法
政
大
学
文
学
部
卒
業
。
同
年
神
奈
川
県
教

員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
船
越
小
学
校
に
赴
任
。

昭
和
四
十
五
年
よ
り
三
年
に
わ
た
リ
ペ
ル
ー

日
本
人
学
校
に
勤
務
。
現
在
、
横
須
賀
市
立
大

楠
小
学
校
校
長
。
教
員
生
活
三
十
年
。

昨
年
大
場
さ
ん
に
講
師
と
し
て
お
願
い
し

た
後
に
、
偶
然
に
も
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
ペ

ル
ー
人
質
テ
ロ
事
件
が
発
生
、
ご
存
じ
の
よ

う
な
結
果
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
場
さ
ん
に

は
ベ
ル
ー
で
の
教
育
者
と
し
て
の
体
験
か
ら

ペ
ル
ー
人
の
見
る
日
本
、
ベ
ル
ー
移
民
の
見

た
ペ
ル
ー
及
び
日
本
、
そ
し
て
日
本
人
が
見

る
ベ
ル
ー
等
々
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

あ
ら
た
め
て
海
外
に
目
を
や
り
見
間
を
広

め
る
よ
い
機
会
。
同
窓
生
、
特
に
大
場
さ
ん
と

同
期
の
皆
さ
ん
！
多
数
の
ご
出
席
を
期
待
。

（事
業
委
員
会
　
佐
藤
公
哉
）

『
古
中

・
古
高
百
年
史
』
の
発
刊
に
つ
い
て

今
年
、
古
高
は
創
立
百
年
の
大
き
な
節
目
の

年
を
迎
え
Ｈ
月
６
日
の
記
念
式
典
を
は
じ
め
と

し
て
数
々
の
記
念
事
業
が
推
進
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
の

『古
中

・
古
高
百

年
史
』
の
編
纂
作
業
が
十
月
末
の
発
刊
を
め
ざ

し
て
現
在
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。
一
九
九
二
（平

成
四
）
年
以
来
、
本
校
職
員
が
編
纂
委
員
と
な

り
編
集
方
針
の
検
討
、
資
料
の
収
集

整
理
、
原

稿
執
筆
な
ど
に
五
ヶ
年
を
費
や
し
て
ま

い
り
ま

し
た
。

次
に
百
年
史
の
概
略
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

編
集
方
針

過
去
に
発
刊
さ
れ
た

『
六
十
周
年
記
念
誌
』

（
一
九
五
七
年
刊
）
並
び
に

『古
高
の
七
十
年
』

（
一
九
六
七
年
刊
）
を
基
礎
と
し
て

一
部
内
容
の

補
充
を
図
り
、
七
十
周
年
以
降
の
校
史
を
新
た

に
加
え
、
記
録
性
を
重
視
し
て
、
各
時
代
に
お

け
る
教
職
員
と
生
徒
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
た

百
年
の
校
史
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
校
に
は
幸

い
開
校
以
来
の
貴
重
な
記
録
が

多
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
交
友
会
誌
、
学
校
新

聞
、
回
想
文
集
な
ど
の
資
料
も
多
く
活
用
で
き

る
利
点
を
生
か
し
、
さ
ら
に
戦
後
の
運
動
部
の

活
動
に
つ
い
て
は
当
時
活
躍
し
た
選
手
、
顧
問

の
先
生
方
よ
り
新
た
に
多
く
の
回
想
文
の
寄
稿

を
い
た
だ
き
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

構
　
　
成

第

一
部
　
　
写
真
で
見
る
古
中

。
古
高
の

百
年
　
　
　
五
〇
頁

＝塁
〓
Ｓ
山
田
田
調
曰

募
集
定
員

費
　
　
用

締

　
　
切

事
業
委
員
会
　
佐
藤

公
哉

″
　
　
　
小
杉

誠
輝

″
　
　
　
中
鉢

泰
平

先
着

五
十

名

二
九

、

五
〇

〇

円

創
則
コ
馴
引
ｇ

月日(曜 ) 都市名 陪完交通機関 現地時間 日  程    I宿泊地】
増 平成9年
11月 5日

(水 )

東  京

古  川

古  川
鳴子温泉

発

　

着

発

着

新幹線

陸羽東線

9:00
10:00

12:19

12:32

13:24

18100

東京駅「銀の鈴」集合
東北新幹線MAXや まびこ41号にて古川ヘ

到讐左ヨ謹躙 朧 θ轟っ湯治場
紅葉の鳴子温泉郷ヘ

到着後、ご希望により鳴子峡から中山平の観光
(実費)
創立百周年記念前夜祭及び親睦会
(古高同窓会有志を交えての夕食会)

【鳴子温泉】

菫 11月 6日

(木 )
鳴子温泉
古  川

発

着

―カル列葺
朝食はホテルにて

母校訪間 (創立百周年記念行事参加)
終了後解散、各自自由
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同
窓
会
広
報
委
員
長

故

尾
崎
章
さ
ん
を
偲
ん
で

昭
３‐
卒

浅

野

平

男

暮
れ
も
押
し
詰
ま

っ
た
平
成
八
年
十
二
月

三
十
日
の
夜
半
に
同
期
生
の
菅
原
陸
郎
さ
ん

か
ら
電
話
が
あ
り
、
尾
崎
章
さ
ん
が
急
逝
し

大
晦
日
に
火
葬
に
付
さ
れ
る
と
知
ら
さ
れ
る
。

呆
然
と
な
り
受
話
器
を
取
り
落
と
し
て
し

ま

っ
た
。
故
片
平
司
朗
さ
ん
に
続
き
ニ
カ
月

ほ
ど
の
間
に
親
し
い
友
人
が
彼
岸
の
彼
方
に

行
っ
て
し
ま
う
と
は

・
・
・
。

思
い
起
こ
せ
ば
尾
崎
章
さ
ん
と
は
古
川
高

校
時
代
の

一
年
か
ら
三
年
ま
で
同
じ
ク
ラ
ス

で
し
た
。
古
高
時
代
の
尾
崎
さ
ん
は
新
聞
部

で
大
活
躍
し
て
お
り
、
山
奥
の
中
学
校
か
ら

古
高
に
進
学
し
た
私
か
ら
見
る
と
大
人
に
見

え
ま
し
た
し
、
文
学
的
才
能
が
溢
れ
て
お
り
、

常
に
長
敬
の
念
で
眺
め
て
い
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
昭
和
三
十

一
年
に
福
島
大
学
を

一
緒

の
汽
車
で
行

っ
て
受
験
し
た
こ
と
も
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
大
学
に
進
学

し
て
か
ら
は
別
々
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
、
し

ば
ら
ぐ
は
音
信
が
途
絶
え
ま
し
た
。

今
か
ら
十
年
ほ
ど
前

（平
成
元
年
頃
）
の
あ

る
夜
に
突
然
、
尾
崎
さ
ん
か
ら
自
宅
に
電
話

が
あ
り

「
や
つ
と
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た

よ
」
と
言
わ
れ
、
在
京
古
高
同
窓
会
総
会
へ
の

出
席
を
勧
誘
さ
れ
た
。
私
も
電
機
会
社
に
就

職
し
、
全
国
の
勤
務
先
を
転
々
と
し
て
い
た

の
で
所
在
が
掴
め
ず
連
絡
が
付
か
な
か
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
と
き
も
彼
の
真
面

目
さ
と
親
切
に
感
激
し
た
次
第
で
す
。
私
も

そ
の
頃
か
ら
自
宅
も
定
ま
り
仕
事
上
で
も
余

裕
が
で
き
た
の
で
同
窓
会
や
同
期
会
に
出
席

し
、
同
期
生
や
先
輩
・後
輩
の
方
々
と
顔
を
会

わ
せ
る
機
会
が
増
え
、
心
置
き
な
く
大
崎
弁

を
使
い
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
様
な
時
も
彼
は
シ
ャ
イ
な
私
に
い
ろ
い

ろ
と
気
を
使
っ
て
く
れ
た
の
で
、
さ
ら
に
楽

し
く
な
り
、
毎
回
出
席
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

）

さ
ら
に
こ
こ
数
年
は
不
動
産
賃
貸
業
界
（オ

フ
ィ
ス
賃
貸
）
に
身
を
置
ぐ
よ
う
に
な
り
、
私

と
同
業
と
な
り
か
つ
、事
務
所
も
近
い
関
係
で

チ
ョ
ク
チ
ョ
ク
会
い
情
報
交
換
し
た
り
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
た
り
し
ま
し
た
。
」ヽ
の
様
な
時
も

彼
は
決
し
て
愚
痴
や
弱
音
を
吐
か
な
い
の
に
感

心
し
た
も
の
で
す
。

尾
崎
さ
ん
を
語
る
場
合
に
彼
の
性
格
を
顕
著

に
現
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
次
の
よ
う
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
年
に
同
期
生
有
志
で

那
須
に

一
泊
旅
行
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
皆

は
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
に
集
合
し
汽
車
の
中
か
ら
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
目
的
地
に
向
か
っ
た
の
で
す

が
、
尾
崎
さ
ん
だ
け
は
別
行
動
を
取
り
、
黒
羽

馬
頭
な
ど
松
尾
芭
蕉
の
「奥
の
細
道
」
ゆ
か
り

の
名
所
・旧
跡
を
訪
ね
悠
然
と
宿
に
到
着
し
た

の
で
す
。
尾
崎
さ
ん
は
雰
囲
気
に
惑
わ
さ
れ
ず

自
分
の
信
念
を
押
し
通
す
意
思
の
強
さ
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
決
し
て
他
の
人
々
に
不

快
感
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

尾
崎
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
同
窓
会
活
動
に
大
い

に
尽
力
し
、
家
族
の
方
々
と
も
楽
し
い
日
々
を

過
ご
す
時
が
近
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
、
大
い
に

張
り
切
っ
て
お
ら
れ
た
矢
先
の
出
来
事
で
悔
や

ん
で
も
余
り
あ
り
ま
す
。

思
い
出
す
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
故
尾

崎
章
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
筆
を
置
き
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

４
月
９
日
、
大
安
、
晴
天
。
午
後

一
時
半
赤

坂
見
附
に
て
待
ち
合
わ
せ
、
同
窓
会

一
行
十
四

名
、
公
邸
に
向
か
う
。

約
束
の
二
時
、
公
邸
玄
関
着
。
一
階
の
控
え

の
間
で
出
番
待
ち
。
有
名
画
家
の
絵
が
季
節
に

合
わ
せ
て
飾
ら
れ
て
い
る
。
窓
越
し
の
広
い
芝

生
、
咲
き
始
め
の
八
重
桜
。

い
よ
い
よ
二
階
の
執
務
室
応
接
の
間
に
通
さ

れ
る
。
遣
欧
使
節
支
倉
常
長
、
ロ
ー
マ
法
皇
に

謁
見
の
心
境
も
斯
く
や
。伊
藤
衆
議
院
議
長
登

場
。就
任
の
経
緯
、時
局
と
し
て
の
王
ぐ
し
料
判

決
、
沖
縄
特
措
法
の
話
等
を
お
聞
き
す
る
。

天
皇
ご

一
家
と
の
ご
夫
妻
で
の
招
待
夕
食
。

五
月
十
八
日
の
蔵
王
山
麓
で
の
植
樹
祭
の
話
題

に
か
ら
め
、第

一
回
は
大
衡
村
で
行
わ
れ
た
こ

と
、
故
郷
古
川
の
吉
野
作
造
記
念
館
へ
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
、
と
い
う
話
も
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
（こ

の
こ
と
は
六
月
十
五
日
放
送
の
フ
ジ
”
天
皇
ご

一
家
“
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
）

国
旗
の
あ
る
執
務
室
で
老

・
壮

・
成
の
三
組

に
分
か
れ
て
の
議
長
と
の
記
念
撮
影
後
、
庭
ヘ

出
て
全
員
で
の
記
念
撮
影
。
庭
園
を
案
内
し
て

い
た
だ
く
。
閑
院
宮
邸
跡
と
の
こ
と
。
こ
の
時

の
議
長
は
次
の
組
の
接
遇
。
分
刻
み
と
い
う
程

で
は
な
い
が
、
お
忙
し
く
は
あ
る
。
三
時
に
公

邸
を
辞
す
。

こ
の
訪
間
に
は
、
伊
藤
守
治
先
輩
の
労
が

あ
っ
た
。
興
奮
さ
め
や
ら
ぬ

一
行
は
赤
坂
東
急

の
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
で
、
格
調
高
く
お
国

（日
本

国
と
も
故
郷
と
も
と
れ
る
言
葉
）
の
話
題
に

一

時
の
花
を
咲
か
せ
た
。
（訪
問
者

…
伊
藤
守

治

・
多
藤
省
徳

・
半
田
実

・
菅
昇

・
遠
藤
惇

・

佐
藤
芳
夫

・佐
藤
廣
・佐
藤
公
哉

主
ハ戸
志
智

・

佐
々
木
武
麿

・
千
坂
孝
夫

・
中
鉢
泰
平

上
一郷

英
明
　
浅
野
勝
弘
）

な
お
、
二
郷
英
明
さ
ん
は
、
５
月
６
日
に
事

故
死
さ
れ
た
。
安
ら
か
に

・
・
・
合
　
掌
。

（千
坂
記
）伊藤衆議院議長公邸を訪間

た際の で

尼
旧

剛

目

□

梅
雨
の
合
間
の
爽
や
か
な

一
日
と
な
っ
た

６
月
１４
日
土
曜
日
、
同
窓
会
の
役
員
と
そ
の

家
族
総
勢
２０
名
が
、
裏
高
尾
に
あ
る
３５
年
卒

の
佐
々
木
武
麿
さ
ん
が
理
事
長
を
務
め
る
児

童
養
護
施
設
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
こ
ど
も
の
村
」
を
訪
ね

ま
し
た
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
高
尾
山
の
麓
に

あ
り
、
小
舎
制
に
よ
る
家
庭
舎
と
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

（村
の
外
の
地
域
社
会
の
な
か
に
家

庭
舎
を
作

っ
て

一
般
社
会
の
な
か
で
生
活
さ

せ
る
）
に
子
供
達
５
～
６
名
が
兄
弟
姉
妹
と

な
っ
て

一
緒
に
生
活
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

に
お
母
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
ま
た
は
お
兄
さ
ん

と
し
て
、
専
門
の
職
員
の
方
が
２
名
ず
つ
住

ん
で
い
ま
す
。
」ゝ
れ
は
、
こ
の
施
設
の
理
念
で

あ
る

「
人
間
が
生
活
す
る
基
盤
は
家
庭
で
あ

り
、
子
供
が
養
育
さ
れ
る
の
は
家
庭
だ
。
不
幸

に
も
保
護
さ
れ
た
幸
薄
い
子
供
達
に
も
、
実

の
家
庭
に
替
わ
る
生
活
の
場
が
必
要
だ
と
し

て
、
で
き
る
だ
け
施
設
色
を
排
除
し
、
温
か
い

福
祉
の
心
と
専
門
的
な
技
術
を
兼
備
し
た
お

母
さ
ん
・お
姉
さ
ん
に
よ
つ
て
、
′ヽし、
豊
か
に
生

活
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
考
え
方
か
ら
で
あ

る
。　
一
般
家
庭
と
同
じ
よ
う
な
住
宅
設
備
が

完
備
し
た
家
庭
舎
で
、
保
護
さ
れ
た
子
供
達

５
～
６
名
が
兄
弟
姉
妹
と
な

っ
て

一
緒
に
住

む
家
庭
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
子
供
達
が

負

っ
た
心
の
傷
が

一
日
で
も
早
く
癒
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
喜
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
お
兄
さ

ん

。
お
姉
さ
ん
の
温
か
い
手
作
り
料
理
を
味

わ
い
な
が
ら
家
庭
の
躾
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

そ
し
て
子
供
達
の
自
主
性
を
伸
ば
し
、
学
習

の
大
切
さ
、
生
き
る
優
し
さ
と
人
生
を
切
り

開
い
て
い
こ
う
と
す
る
心
を
酒
養
し
、
体
得

さ
せ
る
と
い
う
。

今
回
の
施
設
見
学
は
、
佐
々
木
理
事
長
の

奥
様
で
も
あ
り
、
こ
の
村
の
施
設
長
を
さ
れ

て
い
る
泰
子
さ
ん
に
各
家
庭
舎
の
ご
案
内
と

図
書
館
等
の
諸
施
設
の
説
明
を
し
て
い
た
だ

い
た
。
各
家
庭
舎
と
も
し
っ
か
り
と
整
理
整

頓
が
な
さ
れ
、
ど
の
子
供
も
明
る
く
楽
し
そ

う
で
挨
拶
も
キ
チ
ン
と
し
て
い
た
。
見
学
が

昼
食
と
重
な

っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

舎
が
独
自
の
昼
食
を
用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
子
供
達
の
振
る
舞

い
や
雰
囲
気

が
ご
く
自
然
で
、
そ
こ
に
は
確
か
に
∽
〇
∽

「で
五

ｏ
ｃ
ヽ
∽
９
″

魂
を
救
う
」
と
い
う
高
邁

な
理
念
の
実
践
が
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
しヽ
の

よ
う
な
施
設
を
長
い
間
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
、
生
半
可
な
こ
と
で
は
な
く
様
々
な
問
題

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
し
ょ
う
が
、
理
事
長

ご
夫
妻
始
め
職
員
の
方
々
に
は
、
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
と
い
う
の
が
正
直
な
思
い
で
し

た
。初

代
理
事
長
、
佐
々
木
三
十
郎
さ
ん

（旧
古

中
１９
回
卒
）
が
交
通
遺
児
達
を
救
済
し
、
暖
か

い
家
庭
で
育
成
し
よ
う
と
、
私
財
を
投
じ
て

設
立
さ
れ
て
、
養
護
施
設

社
会
福
祉
法
人
と

し
て
確
固
と
し
た
そ
の
基
本
理
念
と
と
も
に

し
つ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
施
設
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
国
や

都
の
補
助
金
だ
け
で
は
充
分
と
は
い
え
ず
、

多
く
の
人
々
や
団
体
に
よ
る
寄
付
金
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
し
ょ
う
。

ご
支
援
ご
協
力
の
方
は
左
記
ま
で
。

「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
こ
ど
も
の
村
」

東
京
都
八
王
子
市
裏
高
尾
町
九
九

一

電
話
　
〇
四
二
六
―
六

一
―
八
七
三
二SOsこ どもの村訪問
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暑

中

お

見

舞

申

し

上

げ

ま

す

五
月
十
日
同
期
会
が
古
川
で
あ
り
、引
続
き

二
次
会
は
旅
館
差
廻
し
の
車
で
中
山
平
温
泉

に

一
泊
、
木
村
君
経
営
の
熱
帯
植
物
園
を
観

る
。
年
毎
に
体
の
不
調
者
多
く
淋
し
さ
痛
感
。

昭
１２
卒

佐

藤

悔

一

梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の

皆
々
様
に
は
御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
事
と
存

じ
ま
す
。
拠
て
小
生
も
散
歩
に
で
た
り
詩
吟

の
会
に
で
た
り
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

昭
９
卒

多

藤

省

徳

暑
中
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
事
務
局

で
今
探
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
達
が
自
分
か

ら
喜
ん
で
参
加
す
る
魅
力
あ
る
同
窓
会
づ
く

り
と
は
。
ど
な
た
か
知
恵
を
借
し
て
下
さ
い
。

昭
２９
卒

佐

藤

廣

良
き
先
輩
に
出
会

い
良
き
後
輩
に
恵
ま
れ

る
こ
と
は
、
人
生
の
中
で
も
同
窓
会
は
最
大

の
舞
台
で
あ
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
百
周
年
を

心
か
ら
祝
い
た
い
も
の
で
す
。

昭
”
卒

中

鉢

泰

平

在
京
古
川
４
高
校
合
同
新
年
会
。商
業
の
先

生
は
ス
ポ
ー
ツ
や
進
学
等
の
実
績
を
も
と
に

誇
ら
し
げ
に
報
告
し
て
い
た
。母
校
は
昔
の
財

産
を
ひ
た
す
ら
喰
い
続
け
て
い
る
？
の
か
。

昭
１８
卒

渡

辺

一二
男

母
校
が
創
立
百
周
年
を
と
い
う
こ
と
で
、

私
も
そ
の
名
誉
を
受
け
る

一
人
で
あ
る
べ
く

一
層
研
鑽
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら
出
て
く
る
後

輩
の
た
め
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
。

昭
２７
卒

春

田

紘

輔

大
学
を
卒
業
し
た
時
は
就
職
難
で
、
今
度

は
リ
ス
ト
ラ
・
　

政
治
屋
も
銀
行
屋
も
株
屋

も
保
険
屋
も
信
用
で
き
な
い
。
ど
う
な

っ
て

い
る
ん
だ
！
。
こ
の
国
は
。

昭
４５
卒

畠

山

英

洋

次
回
会
報
第

２０
号
は

１
月

１
日
発
行
―

思
い
出
、
人
生
、
想
う
こ
と
、
知

っ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
、
同
窓
会

へ
の
提
言
等
自
由
な

内
容
で
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
付
先
は
同
窓
会
事
務
局
で
す
。

又
、
企
業
広
告

（大
二
万
、
小

一
万
円
）
、
個

人
広
告

（二
千
円
）
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
作
成
費
――
広
告
料
収
入
は
広
報
委
員
会

の
理
想
で
あ
り
、
次
回
発
行
日
を
お
知
ら
せ

し
、
誌
面
の
充
実
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（広
報
委
員
会
）

健
康
こ
そ
最
大
の
財
宝
で
あ
り
ま
す
。
今
夏

の
消
夏
法
と
し
て
、
早
朝
ゴ
ル
フ
実
行
、
ゴ
ル

フ
道
具
五
、
六
本
を
か
つ
い
で
、
往
復
三
十
キ

ロ
歩
き
、
五
十
球
打
つ
こ
と
に
し
ま
す
。

昭
９
卒

伊

藤

守

治

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
小
説
が
好
き
で
、
北
方

謙
三
や
大
沢
在
昌
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
読
み
ま

し
た
。
一
日

一
冊
の
ペ
ー
ス
で
本
代
も
バ
カ
に

な
り
ま
せ
ん
が
、面
白
い
本
が
あ
っ
た
ら
紹
介

し
て
下
さ
い
。
「
ハ
ー
ド
ボ
イ
ド
ド
だ
ど
！
」

昭
２３
卒

菅

　

　

　

昇

日曜大工園芸用品卸 貸ビル、貸マンション業

株式会社 佐々木商事
代表取締役 佐 々 木  光 一 路 (昭和33年卒 )

〒144東京都大田区南蒲田11-21 佐 木々ビル

第一京浜国道沿い京急蒲田駅前

卸 売部 電  話 (3739)2468
FAX(3739)7234

不動産部 貸 ビ ル ・ 貸 マ ン シ ョ ン

E圧ヨ 茎 ≡
昼饉嚢図面≡遅轟音融 饉 簡菫正至■―R OMIごし:王すこ

観 成 図 書   θ 字 情 報 入 出 力
θ ピーサービス  こ総 合 印 刷
´ AD入 出 力    θ レホンカー ド

躍3面喜lFTヨ三
代 表 取 締 役 社 長  早  坂  清  吉 (昭 ‐ 29年 卒 )

本         社  =Fl o3 東京都中央区 日
―

n14‐16  TEL03-3242-0191
横 浜 支 店 ・ 千 葉 支 店 。臨 海 副 都 心 営 業 所 ・ 八 重 流 営 業 所

⑮凸定墓青沼 康男
(昭和 19年卒 )

〒108東京都港区芝4-6-16ラ イオンズ三田805

TEL 03-3452-2004
FAX 03-5476-8006

“人を生かし企業を活かす ||"

パル スタッフ株式会

代表取締役

会   長
卒 (

本社 東京都杉並区高円寺北1-4-10
TEL 03-5343-5821

立川営業所 (l1425-288585)神 奈川営業所 (0462770791)郡山営業所 (024921-0990)

社

雄
』

渡 道

解 田丁)

佐 藤
(S40年卒

中小企業診断士・エ

KGK電還冬轟已
〒221 横浜市神奈川区新浦島町 1-125テ クノウェイブloo ll階

TEL 045-451-2561     FAX 045-451-2490

自宅 〒221横浜市旭区中白根2-22-19
TEL/FAX 045-953-3894

啓 三
中新田)
ネルギー管理士
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くすり、健康食品のご相談は

ぜひ当店へ !

有限会社 筑 波 薬 品
代表取締役社長  萩  沢  法   雄   (昭和31年卒)

〒202東 京 都 保 谷 市 柳 沢 3-2-45
TEL&FAX 0424-61-9334

技術と品質で21世紀に飛翔する

③ 温鈍 富地鐵工所
fk表取締役会長 遠 山 仁 -625卒 )

東京都中央区 日本橋小伝馬町 15番 18号

輝かしい百周年、おめでとうございます。

21世紀国際社会でのご活躍を祈つて、
古川高等学校創立百周年特別企画

『同窓会 あこがれのハワイ懇親旅行』
を実施します。ふるつてご参加ください。

く古川高等学校同窓会〉

期間 :平成9年 11月 22日 (土)～
11月 28日 (金 ) 1週間 (2島巡り)

(仙台、成田、関空いずれからでも出発可能)

費用 :¥235、 000-(40名様以上)

⑩ 〈ぉ疇ゎせ
"(株)イ ンターナショナル ヒューマン トラベル

代表取締役社長 中鉢 泰平 (鳴子町出身・昭和37年卒)
〒160 東京都新宿区西新宿3-5-12

トーカン新宿第2キ ャステールlF

EE&FAX 03-3345‐ 6035

建築の話が有りましたら御一報を

積 水 工 業株 式会社
S28卒  金 子  康

本社目黒 (03)3793‐ 5711 仙台支店 (022)235‐ 7009

ほ

っ
と

、
ネ

ッ
ト

。

い るん な快 適 、笑 顔 でつ なぐ.

高層域′磁骸ξと″勘総
〈事業主〉

″ ″

“

nィ sttGE C化屁4劉ψE
ハウジングセンター

〒154東京都世田谷区三宿 113-4
センチユリー21の加盟店はすべて独立自営で魂

1995年度日本総合第 1位
世界13ケ国6000店中世界第2位

古高47年卒  代表取締役 /1ヽ 嶋 進 803(54300021
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四
月
二
十
五
日
（金
）
築
地
う
し
お
荘
に
て
古

高
二
十
六
年
卒
業
の
同
期
生
が
十
八
名
元
気

な
姿
を
み
せ
て
く
れ
た
。
来
年
は
四
月
二
〇

日
と
日
程
を
決
め
三
時
間
有
余
を
過
ご
し
た
。

（佐
藤
　
芳
夫
）

古
高
六
回
卒
は
昭
和
二
十
九
年
卒
で
、
会
の

名
を

『古
高
二
九
会
』
と
称
し
、
『
ふ
る
こ
う

ふ
く
の
か
い
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

時
は
、
平
成
九
年
二
月
十
八
日

（火
）
大
安

の
日
に
、
処
は
秋
葉
原
駅
東
口
を
出
て
昭
和

通
り
を
渡
っ
た
処
に
『車
力
」
と
い
う
看
板
が

目
に
入
る
筈
、
そ
こ
で
六
年
振
り
に
二
十
名

が
集
ま

っ
た
。
面
々
久
し
ぶ
り
に
元
気
な
姿

を
現
し
、
消
息
近
況
な
ど
賑
や
か
に
語
り
合

い
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
た
。
名
残
尽
き
ず

二
次
会

へ
と
延
長
し
た
が
、
時
間
切
れ
で
再

会
を
期
し
散
会
し
た
。
　

　

（佐
藤
　
　
廣
）

古
川
市
東
京
事
務
所
を

開
設

―

四
月

一
日
か
ら
台
東
区
上
野

（上
野
松
坂
屋
南
館
の
西
隣
り
）

に
古
川
市
の
東
京
事
務
所

（西
楽

堂
ビ

ル
四
階

島

田
ｒ
８

ふ
曽

曽

，
Ｓ
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
大

崎
圏
の
市
町
村
を
含
め
た
拠
点
都

市
形
成

へ
向
け
て
、
首
都
圏
へ
の
活
動
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
の
駐
在
職
員

は
佐
藤
吉
昭
所
長

（昭
４０
卒
）
を
は
じ
め
、
同

窓
の
方
々
で
す
。
是
非

一
度
訪
ね
て
み
て
は

如
何
。

天
皇

・
皇
后

両
陛

下
、

古
川
を
ご
訪

問

―

六
月
十
九
日
の
自
石
市
で
行
わ
れ
た
全
国

植
樹
祭
の
あ
と
、
伊
藤
会
長

（衆
議
院
議
長
）

を
案
内
役
に
古
川
を
訪
問
さ
れ
た
。

金
原
本
館

「美
蓉
閣
」
で
昼
食
を
と
ら
れ
、
吉

野
作
造
記
念
館
を
視
察
、
Ｊ
Ｒ
古
川
駅
か
ら

東
北
新
幹
線
で
帰
京
さ
れ
た
。

大
崎

タ
イ
ム

ス
社

、
創
刊

五
十

周
年

記
念
式
典
を
開
催

五
月
二
十
五
日
古
川
駅
前
大
通
り
の
美
蓉

閣
で
、
大
崎
タ
イ
ム
ス
社

（米
城
清
司
社
長

・

昭
３‐
卒
）
の
創
刊
五
十
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
た
。

「地
方
の
時
代
を
語
る
」
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木

氏
の
講
演
の
後
、
遠
藤
嘉
彬
氏

（宮
城
県
教
育

長

・
昭
３６
卒
）
と
中
川
俊

一
氏

（古
川
市
長
）

が
加
わ
り
、
ンヽ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
最

後
に
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
さ
と
う

宗
幸
氏

（昭
４２
卒
）
に
よ
る
歌
と
ト
ー
ク
の
友

情
出
演
が
あ
っ
た
。
参
加
者
八
〇
〇
名
。
在
京

同
窓
会
か
ら
は
春
田
副
会
長
と
佐
藤
事
務
局

長
が
出
席
。

）

（
１
）

前
事
務
局
長
の
突
然
の
死
に
よ
り
、事

務
局
が
渋
谷
の
信
陵
会
館
へ
移

っ
て
か
ら
、
四

つ
の
委
員
会
に
助
け
ら
れ
て
、な
ん
と
か
運
営

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
ま
だ
軌
道
に
乗

っ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、改
善
す
る
と
こ

ろ
は
ど
ん
ど
ん
改
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
意
見
を
下
さ
い
。
皆
さ
ん
の
協
力

（参
加
す

る
こ
と
に
意
義
あ
り
）
を
得
な
が
ら
、
同
窓
会

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

（
２
）

同
じ
学
び
舎
で
青
春
の

一
時
を
過
ご
し

た
と
い
う
縁
で
結
ば
れ
て
い
る
我
々
の
こ
の
同

窓
会
を
も

つ
と
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
先
輩
に
は

色
々
な
方
々
が
い
ま
す
。
生
き
る
問
題
に
つ
い

て
、
同
窓
の
先
輩
達
の
知
恵
を
借
り
る
の
も
宜

し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
３
）

同
窓
の
若
い
人
達
の
参
加
を
歓
迎
い
た

し
ま
す
。
初
め
て
上
京
し
て
来
た
り
、
転
勤
で

東
京
が
不
案
内
だ
、
な
ど
の
時
は
同
窓
会
へ
ご

一
報
下
さ
い
。
で
き
る
だ
け
、
お
手
伝
い
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
４
）

事
務
局
の
仕
事
を
手
伝

っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
方
が
居
り
ま
し
た
ら
、
寸
時
で
も
結

構
で
す
の
で
申
し
出
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

第
１８
号
で
の
予
告
通
り
、
１
月
１９
日
高
田

馬
場
「千
代
田
平
安
閣
」
で
伊
藤
会
長
の
衆
議

院
議
長
就
任
祝
賀
会
を
兼
ね
て
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
一〇
〇
名
の
参
加
）

記
念
講
演
は
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
編
集
局
長

伊
藤
卓
二
さ
ん
の

「郷
土
古
川
の
２２
世
紀
」
。

古
川
及
び
大
崎
地
区
か
ら
の
「物
産
展
」
も

賑
わ
っ
た
。

第
五
回
古
川
市
内
四
校

合
同
新
年
会

（予
　
生
こ

日
時
…
平
成
１０
年
１
月
る
日

（日
）

午
後
二
時
～
五
時
三
十
分

会
場
‥
上
野
精
養
軒

会
費
‥
八
千
円

古
高
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
上
野
。

上
野
は
上
京
第

一
歩
の
地
。

幹
事
団
体
は
商
業
と
工
業
で
す
。

是
非
、
参
加

（予
定
）
を
―

１０

月

９

日

～

‐２

日

山
手
線
大
崎
駅
に
て

大
崎
地
方
友
好
物
産
展

（駅
広
場
で
）

・
総
会
前
の
発
行
と
い
う
こ
と
が

決
ま
り
、
計
画
通
り
７
月
１
日
に

発
行
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
。

会
報
は
お
知
ら
せ
と
読
ま
せ
る

部
分

（ち
ょ
つ
と
荒

っ
ぽ
い
表
現

に
な
っ
た
が
、
強
い
印
象
を
！
と

い
う
意
味
で
）
で
成
立

っ
て
い
る
と
思
う
。

・
会
長
挨
拶
。
母
校
の
動
向
。
母
校
へ
（と
）
の

思
い
―
今
回
は

「母
校
と
私
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
と
し
た
。
人
に
歴
史
あ
り
の
感
が
深
い
。
七

名
の
方
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

・企
業
広
告
も
沢
山
い
た
だ
い
た
。
個
人
広
告

は
思
い
も
か
け
ぬ
台
風
の
影
響
か
。

・議
長
公
邸
訪
間
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
こ
ど
も
の
村
見
学

は
役
員
以
外
に
も
前
広
に
お
知
ら
せ
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
。
お
世
話
役
へ
の
贈
り
物
？

広
報
委
員
会
は
萩
沢
委
員
長
の
も
と
、
今
の

所
は
畠
山
、
千
坂
の
三
人
。
夏
と
新
年
の
年
二

回
発
行
に
向
け
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

・

投
稿
、
掲
載
広
告
に
つ
い
て
は
常
時
受
付
。
一

層
幅
広
く
内
容
の
濃
い
、
面
白

い
会
報
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
又
、
編
集
（広
報
委
員
会
）協

力
者
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

・ケ
ー
ヨ
ー
の
若
い
飯
沼
さ
ん
に
は
早
朝
、
夕

方
と
オ
ー
バ
ー
タ
イ
ム
で
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。
又
、
同
窓
会
事
務
所
の
あ
る
信
陵
会

館

（福
島
大
経
済
学
部
同
窓
会
館
）
の
壽
田
さ

ん
に
は
郵
便

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
便
の
到
着
確
認
へ
の

応
対
等
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

・事
務
所
引
継
ぎ
の
際
に
、
一二
峯
工
業
の
新
社

長
か
ら
”
片
平
社
長
は
ほ
と
ん
ど
古
高
の
こ
と

を
な
さ
れ
て
い
た
“
と
云
わ
れ
た
そ
の
言
葉
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
重
い
。

・
母
校
愛
、
奉
仕
の
精
神
、
名
誉
欲
、
交
友
欲
、

人
生
充
実
欲
も
正
業
の
安
定
が
あ
っ
て
こ
そ
。

一
人

一
役
で
、
会
の
隆
盛
を
持
続
し
て
い
け

れ
ば
と
思
う
。
仕
上
げ
の
段
階
で
の
前
校
長

の
原
稿
。
字
数
が
多

い
だ
け
中
味
も
濃
く
、

「
ヘ
ン
デ
ル
」
（驚
愕
）　
　
　
　
　
　
（千
）


